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平成 23 年 11 月 
株式会社 千葉銀行



（ご参考）地域密着型金融の推進に関する取組み状況について 

 

  ちばぎんグループでは、持続可能な地域社会実現のため、本業を通じた金融仲介機能の発揮等に加え、

誠実かつ公正な企業活動、環境問題など地域社会を取り巻く様々な課題解決に向けたＣＳＲ活動に取組ん

でおります。 

地域密着型金融の推進は、ＣＳＲ活動における「本業」及び「地域貢献活動」につながる重要な活動で

あり、平成２３年度上期は東日本大震災からの復興に向けた円滑な資金供給や地域経済支援などを含め、

以下の様々な取組みを実施しました。 

（１）ラライイフフササイイククルルにに応応じじたた取取引引先先企企業業のの支支援援のの一一層層のの強強化化 

① 創業・新事業支援の強化 

ベンチャー及び新事業に取組む企業の資金ニーズに対し、各種制度も活用しながら積極的に対応して

おります。 

② 成長段階における更なる飛躍支援 

  お客さまの販路拡大・海外進出ニーズに対し、ビジネスマッチングによる販路獲得支援や当行海外

拠点と連携した支援等を積極的に行っております。 

③ 事業再生機能の強化 

外部機関等も活用しながらコンサルティング機能を発揮し、お客さまの実情に応じた再生支援活動

を継続しております。 

④ 事業承継支援機能の強化 

 「相続関連業務」受託により円滑な事業承継の支援を行っております。 

＜平成２３年度上期の主な取組み＞ 

①創業・新事業支援の強化 

○ 公益財団法人「ひまわりベンチャー育成基金」による助成金の交付 

（６件 １８百万円） 

○ ちばぎんキャピタルによるベンチャー企業向け投資の取組み 

（１件 ２０百万円） 

○ インキュベーション施設への職員の派遣※ 

※東葛テクノプラザに職員を派遣し、ベンチャー企業の経営全般の支援（販路相談や資金相談等）を行って

おります。 

○ 千葉市産業振興財団主催の「ベンチャーカップＣＨＩＢＡ※」への協賛 

※新規性・独創性に富んだビジネスプランの事業化を志す起業家を表彰する制度 
②成長段階における更なる飛躍支援 

○ 個別企業の商談会やＭ＆Ａ情報の提供による事業拡大支援 

（個別企業商談会：３件  Ｍ＆Ａ成約：２件） 

○ タイ提携行との協調によるスタンドバイＬ/Ｃや国内での親子ローンの取組み 

（スタンドバイＬ/Ｃ：１件 ５百万円  親子ローン取組み：１件 ２０百万円） 

③事業再生機能の強化 

○ 国土交通省が実施する「建設企業のための経営戦略アドバイザリー事業※」に関する同省との
パートナー協定の締結 

※中小・中堅建設企業の経営課題に対し、建設業に精通した専門家が無料でアドバイスを行い課題解決を図

る取組み。 

○ 顧客企業への経営改善支援をつうじた債務者区分のランクアップ支援 

（経営改善支援取組：６４７先  債務者ランクアップ：１７先） 

④事業承継支援機能の強化 

○ 相続関連業務の受託 

（経営承継サポートサービス：２件   遺言作成サポートサービス：３９件  

遺言信託：４０件  遺産整理業務：１２件） 



（２）事事業業価価値値をを見見極極めめるる融融資資手手法法ををははじじめめ中中小小企企業業にに適適ししたた資資金金供供給給手手法法のの徹徹底底 

① 不動産担保・個人保証に過度に依存しない融資等への取組み 

② 目利き機能の向上 

お取引企業の事業価値を見極める目利き機能の向上に努めております。 
 

① 不動産担保・個人保証に過度に依存しない融資等への取組み 

（私募債：５８件 ９８億円  ＡＢＬ保証：１５件 ３５２百万円 

当行アレンジャー シンジケートローン組成額：４件 １５８億円  

診療報酬･介護給付費債権の流動化：買取額合計２８９億円） 

② 目利き機能の向上 

○ 審査能力の向上を目的とした審査部トレーニー制度の継続実施（６名） 

○ 中小企業診断士養成講座への継続的な行員の派遣（２名） 

○ 海外プロジェクトファイナンスのリスク分析能力向上のための海外トレーニー派遣（１名） 

（３）地地域域のの情情報報集集積積をを活活用用ししたた持持続続可可能能なな地地域域経経済済へへのの貢貢献献 

① ビジネスマッチング機能の強化等 

商談会やセミナー等を積極的に開催し、新たなビジネスの創出支援を継続しております。 

② 総合金融サービスの提供 

当行のグループ会社（リース・証券・シンクタンク等）を活用した幅広い金融サービスを提供する

とともに、コンサルティング機能を強化し、最適な提案を進めております。 

   

① ビジネスマッチング機能の強化等 

○ アグリ商談会の開催（１回） 

○ ベトナムセミナー、タイセミナーの開催（計３回） 

※海外進出を検討しているお客さま向けに、現地情報を積極的に提供しております。 

② 総合金融サービスの提供 

○ ちばぎん総合研究所の後援による「エコセミナー」の開催（１回） 

（４）東東日日本本大大震震災災かかららのの復復興興にに向向けけたた取取組組みみ 

大震災の影響を踏まえながら円滑な資金供給に努めるとともに、風評被害の大きい農業・観光業を

中心に地域経済復興のための各種支援の取組みを実施しております。 
 

○ ちばぎんマルシェの開催（１回） 

※東日本大震災による千葉県産品の風評被害を払拭し、県内の農業生産者・食品加工業者を応援する取組み

として、千葉県農産品販売フェアを開催しました。 

○ 「がんばろう千葉 観光応援定期預金」の取扱い（新規預入 ７，５２１先 ２２８億円） 

※当行では千葉県が実施する「がんばろう千葉」キャンペーンの趣旨に賛同し、県の復興支援に向けた各種

施策に取組んでおります。本定期預金は、県内の観光産業活性化の観点から、抽選で「県内宿泊施設限定

ペア宿泊券」があたる定期預金として取扱いを開始しました。 

（５）そそのの他他 

   上記に加え、以下の活動も実施いたしました。 
 

○ 公共施設の建て替え需要に対するＰＦＩスキームによる融資取組み（３件 １７５百万円） 

○ 「なのはなコンペ」(千葉大学主催の起業向け表彰制度)による助成金交付（２件 ３百万円） 

○ 「認知症サポーター養成講座（新入行員向け）」の開催（受講者 １６４名） 

○ 当行海外拠点（５ヶ所）での千葉県観光ＰＲ 

○ ビジネスマッチング専用ダイヤルの設置 

○ ちばぎんハートフル福祉基金による第２回助成金交付（１５件 ７百万円） 

 
 



（ご参考）経営改善支援の取組み状況 

６４７先のお取引先の経営改善支援に取組み、１７先のお取引先の債務者区分がランクアップし、ラ

ンクアップ率は２．６％となりました。 

（単位：先数） 
            

          

    

期初債務者数

Ａ 

うち 

経営改善支援 

取組み先 α  

αのうち期末に

債務者区分がラ

ンクアップした先

数 β 

αのうち期末に

債務者区分が変

化 しな かった先 

γ 

αのうち再生計

画を策定した先

数 δ 

  正常先 ①  26,272 2 0 1

うちその他要注意先 ② 12,475 591 14 544 522要
注
意
先 うち要管理先 ③ 290 31 2 26 17

  破綻懸念先 ④ 796 25 1 21 16

  実質破綻先 ⑤ 290 0 0 0 0

  破綻先 ⑥ 44 0 0 0 0

  小 計（②～⑥の計） 13,895 647 17 591 555

  合 計 40,167 649 17 591 556

 

  

経営改善支援

取組み率 

＝α/Ａ 

ランクアップ率

＝β/α 

再生計画策定

率 

＝δ/α 

  正常先 ① 0.0% 50.0%

うちその他要注意先 ② 4.7% 2.4% 88.3%要
注
意
先 うち要管理先 ③ 10.7% 6.5% 54.8%

  破綻懸念先 ④ 3.1% 4.0% 64.0%

  実質破綻先 ⑤ 0.0% - -

  破綻先 ⑥ 0.0% - -

  小 計（②～⑥の計） 4.7% 2.6% 85.8%

  合 計 1.6% 2.6% 85.7%

 


